
                                 

                                 

                                 

                                 

①
福
祉
・
保
育
の
就
職
・
転
職
フ
ỻ
ア
の
開
催

に
つ
い
て 

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ồ
カ
ồ
ド
の
企
業･

団
体
⼀

括
申
請
に
つ
い
て 

③
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
運

用
開
始
に
つ
い
て 

④
レ
イ
ン
ボ
ồ
ジ
ỻ
ỽ
ト
乗
船
時
の
お
願
い 

⑤
隠
岐
広
域
連
合
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て 

⑥
あ
な
た
の
⾔
葉
を
未
来
ま
で
守
り
ま
す 

Ỗ
遺
⾔
の
保
管
は
法
務
局
で
Ỗ 
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隠岐の島町 掲
載
記
事
⼀
覧 

＊
今
回
掲
載
の
内
容
は
劣
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
状
況
に
よ
勂
て
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

下
さ
い
劤 

 

福
祉
・保
育
の
就
職
・転
職
 

フ
ỻ
ア
の
開
催
に
つ
い
て
 

① 
島
根
県
内
の
福
祉
事
業
所
の
人
材

確
保
及
び
福
祉
職
場
に
就
職
を
希
望

す
る
方
へ
の
就
職
・
転
職
フ
䣷
ア
を
開

催
し
ま
す
䣎 

●
内
容 

・
事
業
所
に
よ
る
個
別
就
職
面
談 

・
福
祉
人
材
セ
ン
タ
䤀
に
よ
る
就
職
相
談 

・
資
格
取
得
相
談 

・
介
護
・
保
育
の
貸
付
資
金
相
談 

●
開
催
⽇
時 

・
9
月
3
日
䥹
金
䥺 

午
後
6
時
か
ら
午
後
7
時
30
分 

・
9
月
4
日
䥹
土
䥺 

午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30
分 

午
後
1
時
か
ら
午
後
2
時
30
分 

⑦
休
日
の
当
番
医
に
つ
い
て 

⑧
道
路
上
に
張
り
出
し
て
い
る
樹
⽊
の
伐

採
に
つ
い
て
︵
お
願
い
︶ 

⑨
﹁
佐
々
⽊
家
住
宅
の
休
館
に
つ
い
て 

⑩
お
酒
に
よ
る
困
り
ご
と
相
談 

⑪
Ｆ
Ｒ
Ｐ
廃
船
処
理
支
援
事
業
に
つ
い
て 

⑫
令
和
３
年
度
の
夏
の
花
⽕
祭
り
の
開
催

中
⽌
に
つ
い
て 

⑬
⽵
島
土
産
品
の
開
発
を
募
集
し
ま
す
！ 

 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ồ
カ
ồ
ド
の
企

業
･団
体
⼀括
申
請
に
つ
い
て
 

② 
町
で
は
䣍
町
職
員
が
企
業
や
団
体
等

を
訪
問
し
䣍
マ
イ
ナ
ン
バ
䤀
カ
䤀
ド
の

申
請
を
一
括
で
受
け
付
け
る
䣓
一
括
申

請
䣔
を
実
施
し
て
い
ま
す
䣎
顔
写
真
は
䣍

そ
の
場
で
撮
影
し
ま
す
の
で
䣍
準
備
す

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
䣎 

マ
イ
ナ
ン
バ
䤀
カ
䤀
ド
は
申
請
受
付

か
ら
約
１
䣾
月
後
の
発
行
と
な
り
䣍
住

所
地
に
䣓
本
人
限
定
受
取
郵
便
䣔
で
郵

送
い
た
し
ま
す
の
で
䣍
マ
イ
ナ
ン
バ
䤀

カ
䤀
ド
の
受
け
取
り
の
た
め
に
来
庁
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
な
く
便
利
で
す
䣎 

●
条
件 

①
隠
岐
の
島
町
内
に
住
民
票
の
あ
る
申

請
予
定
者
が
10
名
程
度
い
る
こ
と
䣎 

②
申
請
者
の
取
り
ま
と
め
䣍
申
請
者
へ

の
周
知
・
関
係
書
類
の
配
布
等
が
行
え

る
こ
と
䣎 

③
申
込
者
側
で
会
場
䣍
椅
子
䣍
机
等
の

備
品
が
用
意
で
き
る
こ
と
䣎 

●
実
施
⽇
時 

 

毎
週
火
曜
日･
水
曜
日･

木
曜
日 

 

䥹
午
前
９
時
䦅
午
後
４
時
30
分
䥺 

◆
問
合
わ
せ
先
 
  

 

役
場
町
民
課
戸
籍
住
民
係 

 
 

 
 

 
 

 

電
話
２-
８
５
６
０ 

 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
の
運
用
開
始
に
つ
い
て
 

③ 
隠
岐
広
域
連
合
消
防
本
部
で
は
聴
覚

や
言
語
機
能
の
障
が
い
等
に
よ
䣬
て
音

声
で
の
通
話
が
困
難
な
方
が
䣍
ス
マ
䤀

ト
フ
䣸
ン
等
の
イ
ン
タ
䤀
ネ
䣹
ト
端
末

を
用
い
て
䣍
緊
急
通
報
が
で
き
る
よ
う

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
次
の
と
お
り
開
始
し
ま
し
た
䣎

䥹
利
用
は
無
料
で
利
用
に
は
事
前
登
録

が
必
要
で
す
䣎
䥺 

●
運
用
開
始
⽇ 

 

令
和
３
年
８
月
１
日
䥹
日
䥺 

●
登
録
対
象
者 

 

隠
岐
広
域
連
合
管
内
に
在
住
䣍
在
勤

若
し
く
は
在
学
の
方
で
聴
覚
や
言
語
機

能
の
障
が
い
等
に
よ
り
音
声
で
の
通
話

が
困
難
で
あ
る
方
䣎
䥹
障
が
い
者
手
帳

交
付
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
䣎
䥺 

●
登
録
方
法 

 

Ｗ
ｅ
ｂ
又
は
書
面
に
よ
る
登
録
申
請

に
な
り
ま
す
䣎 

 

詳
し
く
は
䣍
隠
岐
広
域
連
合
消
防
本

部
の
ホ
䤀
ム
ペ
䤀
ジ
で
確
認
し
て
い
た

だ
く
か
䣍
左
記
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
䣎 

◆
問
合
わ
せ
先 

 

隠
岐
広
域
連
合
消
防
本
部 

 

警
防
課
通
信
指
令
室 

 
 

 
 

 
 

電 

話
２‐

２
３
０
０ 

 
 

 
 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
２‐

３
９
９
１ 

 

役
場
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係 

 
 

 
 

 
 

電 

話
２‐

４
５
０
０ 

 
 

 
 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
２‐

 

お
知
ら
せ
便
別
冊 

※
両
日
と
も
無
料
託
児
サ
䤀
ビ
ス
が 

あ
り
ま
す
䥹
要
申
込
䥺 

※
参
加
希
望
の
方
は
䣍
事
前
の
申
込
み

が
必
要
で
す
䣎 

 

●
場
所 

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根 

体
育
室 

松
江
市
東
津
田
町
１
７
４
１-

３ 

◆
申
込
み
・
問
合
わ
せ
先 

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会 

電
話
０
８
５
２-

３
２-

５
９
５
７ 

⑭
や
め
よ
う
！
ワ
ク
チ
ン
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト 

⑮
⽴
体
駐
⾞
場
の
無
料
開
放
に
つ
い
て 

⑯
役
場
本
庁
の
当
直
員
の
募
集
に
つ
い
て 

⑰
お
盆
期
間
中
の
⽔
道
業
者
当
番
に
つ
い
て 

⑱
旧
役
場
本
庁
舎
不
要
備
品
販
売
会
に
つ

い
て 



                                 

                                 

                                 

                                 

 

レ
イ
ン
ボ
ồ
ジ
ỻ
ỽ
ト
乗
船
 

時
の
お
願
い
 

④ ①
シ
ồ
ト
ベ
ル
ト
の
着
用 

䣓
座
席
シ
䤀
ト
ベ
ル
ト
䣔
の
着
用
は
䣍

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
䣎 

高
速
航
行
䥿
時
速
74
㎞
䦀
中
䣍
障
害
物

と
の
接
触
を
避
け
る
た
め
䣍
止
む
を
得

ず
急
旋
回
や
緊
急
着
水
を
行
う
場
合
が

あ
り
ま
す
䣎 

※
乗
船
の
際
安
全
確
保
の
為
䣍
シ
䤀
ト

ベ
ル
ト
は
必
ず
着
用
く
だ
さ
い
䣎 60

頭

目
撃
頭
数

Ｒ
2

Ｈ
31

Ｈ
30

年

28
回

30
頭

29
回

55
回

目
撃
回
数

44
頭

③
ペ
ỽ
ト
の
持
ち
込
み 

◆
小
型
に
限
り
ま
す
䥹
有
料
䥺 

◆
必
ず
持
込
み
基
準
内
の
䣓
輸
送
用
ケ

䤀
ジ
䣔
に
入
れ
て
䣍
お
客
様
の
足
元
に

置
い
て
く
だ
さ
い
䣎 

※
動
物
ア
レ
ル
ギ
䤀
の
方
も
お
ら
れ
ま

す
の
で
䣍
船
内
で
は
ケ
䤀
ジ
か
ら
顔
な

ど
も
出
さ
な
い
よ
う
ご
配
慮
を
お
願
い

し
ま
す
䣎 

④
⾞
イ
ス
ご
利
用
の
方
へ 

車
イ
ス
ご
利
用
の
方
は
予
約
の
際
に

お
申
し
出
下
さ
い
䣎
た
だ
し
安
全
確
保

の
為
䣍
座
席
に
移
り
シ
䤀
ト
ベ
ル
ト
を

し
て
頂
き
ま
す
䣎 

介
助
者
の
ご
同
行
を
お
願
い
し
ま

す
䣎 

⑤
急
患
席
は
あ
り
ま
せ
ん
Ố
フ
ỻ
リ
ồ

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
䣎 

⑥
予
約
制
で
す
Ố 

受
付
時
間
８
時

30
分
䦅
夕
方
５
時

迄
䥹
本
社
は
夕
方
６
時
迄
䥺 

＊
イ
ン
タ
䤀
ネ
䣹
ト
予
約
出
来
ま
す
䣎 

◆
無
断
キ
䣺
ン
セ
ル
は
他
の
お
客
様
の

ご
迷
惑
と
な
り
ま
す
䣎
変
更
䣍
取
消
は

早
目
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す 

⑦
乗
船
⼿
続
き
は
出
港
20
分
前
ま
で

に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
Ố 

⑧
そ
の
他
お
知
ら
せ 

船
内
は
全
席
禁
煙
で
す
䣎 

売
店
䣍
自
動
販
売
機
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
䣎 

※
ご
利
用
の
皆
様
に
は
䣍
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
䣎 

◆
問
合
わ
せ
先 

 

隠
岐
汽
船
株
式
会
社 

本
社 

 
 

 
 

 
 

 

電
話
２‐

１
１
２
２ 

ま
た
は
各
営
業
所
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
䣎 

②
船
内
持
込
み
⼿
回
り
品
の
基
準 

船
内
ス
ペ
䤀
ス
䣍
全
体
重
量
に
制
限

が
あ
る
為
䣍
基
準
を
設
け
て
お
り
ま
す
䣎 

◆
大
き
さ
は
３
辺
の
合
計
が
100
㎝
以
内 

䥹
目
安
は
み
か
ん
箱
程
度
䥺 

◆
重
量
は
１
個
10
㎏
迄 

◆
１
人
２
個
迄 

※
基
準
よ
り
大
型
の
荷
物
や
重
量
物
䣍 

釣
り
道
具
䣍
ク
䤀
ラ
䤀
ボ
䣹
ク
ス
䣍
ゴ

ル
フ
バ
䣹
ク
䣍
自
転
車
等
は
持
ち
込
み

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
䣎 

 

こ
れ
ら
の
荷
物
は
䣍
フ
䣷
リ
䤀
便
䥹
有

料
䥺
又
は
䣍
別
途
宅
配
便
等
で
お
送
り

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
䣎 

鯨類目撃状況 
(隠岐汽船船舶) 

 

隠
岐
広
域
連
合
職
員
採
用
 

試
験
に
つ
い
て
 

⑤ 
隠
岐
広
域
連
合
で
は
令
和
３
年
度
第

２
回
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
䣎 

●
募
集
職
種
と
採
用
予
定
⼈
員 

一
般
行
政
職 

 
 

 
 

若
干
名 

●
受
験
資
格 

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
が
受
験
で

き
ま
す
䣎 

 

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

16

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
䣎 

●
試
験
⽇
ỏ
試
験
会
場
及
び
試
験
内
容 

䥹
一
次
試
験
䥺 

①
試
験
日 

令
和
３
年
９
月
19
日
䥹
日
䥺 

②
受
付
時
間 

午
前
９
時
15
分
䦅
９
時
45
分
ま
で 

③
試
験
会
場 

島
根
県
民
会
館
䥹
松
江
市
䥺 

④
試
験
内
容 

教
養
試
験 

䥹
二
次
試
験
䥺 

①
試
験
日 

 

令
和
３
年
11
月
上
旬
頃
予
定 

※
第
一
次
試
験
合
格
通
知
及
び
合
格
通

知
日
の
際
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
䣎 

②
試
験
会
場 

 

隠
岐
広
域
連
合
立
隠
岐
病
院 

③
試
験
内
容 

 

作
文
試
験
・
面
接
試
験 

●
受
験
⼿
続 

①
申
込
用
紙
の
請
求
及
び
提
出
先 

 

隠
岐
の
島
町
都
万
２
０
１
６ 

 

隠
岐
広
域
連
合
事
務
局
総
務
課 

 
 

 
 

 
 

 

電
話
６-

９
１
５
０ 

②
受
付
期
間 

令
和
３
年
７
月
16
日
䥹
金
䥺
䦅 

令
和
３
年
８
月

17
日
䥹
火
䥺
ま
で 

土
日
祝
日
を
除
く
平
日 

※
郵
送
の
場
合
は
䣍
８
月
13
日
䥹
金
䥺

の
消
印
分
ま
で
有
効
と
し
受
け
付
け
ま

す
䣎 

※
島
外
の
方
な
ど
で
郵
送
で
申
込
用
紙

を
請
求
す
る
場
合
は
䣍
８
月
10
日
䥹
火
䥺

到
着
分
ま
で
受
け
付
け
し
郵
送
し
ま

す
䣎 

●
採
用 

 

原
則
䣍
令
和
４
年
４
月
以
降
に
採
用

し
ま
す
䣎
給
与
は
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
䥹
隠
岐
広
域
連
合
䥺
に
よ
り
支

給
さ
れ
ま
す
䣎 

◆
問
合
わ
せ
先
 
  

隠
岐
広
域
連
合
事
務
局
総
務
課 

電
話
６-

９
１
５
０ 

 

あ
な
た
の
⾔
葉
を
未
来
ま
で
 

守
り
ま
す
 

Ỗ
遺
⾔
の
保
管
は
法
務
局
で
Ỗ
 

⑥ 
自
筆
で
書
い
た
遺
言
書
の
保
管
を
法

務
局
に
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
䣎 

ご
自
宅
で
遺
言
書
を
保
管
さ
れ
る
場

合
の
紛
失
等
が
ご
心
配
な
方
は
䥻
是
非
䥻

ご
利
用
く
だ
さ
い
䣎 

・
保
管
申
請
手
数
料 

１
件
に
つ
き
䣍
３
䥻
９
０
０
円 

な
お
䥻
本
制
度
の
ご
利
用
に
は
予
約
が

必
要
で
す
の
で
䥻
詳
し
く
は
䥻
松
江
地
方

法
務
局
西
郷
支
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
䣎 

※
法
務
局
の
ホ
䤀
ム
ペ
䤀
ジ
で
も
制
度

の
詳
細
を
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
䣎 

◆
問
合
わ
せ
先 

松
江
地
方
法
務
局
西
郷
支
局 

電
話
２-

０
２
４
０ 



                                 

                                 

                                 

                                 

 

道
路
上
に
張
り
出
し
て
い
る
 

樹
⽊
の
伐
採
に
つ
い
て
 

︵ お
願
い
︶
 

⑧ 
車
道
や
歩
道
上
に
張
り
出
し
て
い

る
庭
木
や
生
垣
䣍
山
林
の
樹
木
な
ど
は

車
両
や
歩
行
者
等
の
通
行
の
妨
げ
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
䣎
ま
た
䣍
折
れ

木
䣍
落
枝
な
ど
䣍
樹
木
が
道
路
に
は
み

出
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
事
故
等

が
発
生
し
た
場
合
は
䣍
樹
木
所
有
者
の

方
が
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
䣎䥹
民
法
第
717
条
䣍
道
路
法
第
43

条
䥺 沿

道
の
土
地
所
有
者
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
䣍
次
の
よ
う
な
状
況
が

み
ら
れ
る
場
合
䣍
樹
木
の
剪
定
䣍
伐
採

す
る
な
ど
の
適
切
な
管
理
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
䣎
䥹
民
法
第
233
条
䥺 

・
樹
木
な
ど
が
道
路
䣍
ま
た
は
歩
道
上

へ
張
り
出
し
て
い
る
状
態 

・
樹
木
が
枯
れ
て
い
た
り
䣍
折
れ
た
り

な
ど
䣍
倒
木
の
お
そ
れ
が
あ
る
状
態 

・
竹
木
等
の
繁
茂
に
よ
り
通
行
に
支
障

が
あ
る
䣍
ま
た
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る

状
態 

●
剪
定
が
必
要
と
な
る
範
囲 

 

下
図
の
斜
線
で
示
し
た
範
囲
の
剪

定
を
お
願
い
し
ま
す
䣎 

●
剪
定
・
伐
採
時
の
注
意
点 

 

作
業
に
あ
た
䣬
て
は
転
落
防
止
及

び
歩
行
者
と
車
両
の
通
行
の
た
め
の

安
全
対
策
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
䣎 

ま
た
䣍
電
線
や
電
話
線
な
ど
が
あ
る

箇
所
で
の
作
業
は
危
険
が
伴
い
ま
す

の
で
䣍
事
前
に
中
国
電
力
ま
た
は
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
に
連
絡
し
立
ち
合
い
の
も

と
で
行
䣬
て
く
だ
さ
い
䣎 

 

●
緊
急
の
場
合 

 

強
風
や
大
雨
な
ど
の
非
常
時
や
䣍
危

険
木
に
よ
る
事
故
の
発
生
が
予
測
さ

れ
る
場
合
は
䣍
道
路
管
理
者
が
緊
急
措

置
と
し
て
沿
道
の
樹
木
を
所
有
者
に

予
告
な
く
伐
採
・
除
去
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
䣎
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
䣎 

◆
問
合
わ
せ
先
 
  

 

役
場
建
設
課 

 
 

 
 

 
 

 

電
話
２-

８
５
６
４ 

 

休
⽇
の
当
番
医
に
つ
い
て
 

⑦ 
８
月
の
日
曜
・
休
日
の
当
番
医
院
は

左
記
の
と
お
り
で
す
䣎 

             

※
当
番
表
に
つ
い
て
は
隠
岐
広
域
連

合
の
ホ
䤀
ム
ペ
䤀
ジ
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
䣎 

䥹h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
o
k
i
k
o
u
i
k
i
.
j
p
/

䥺 

※
在
宅
当
番
医
制
度
は
䣍
当
番
医
院
を

決
め
て
䣍
休
日
に
救
急
患
者
の
対
応
を

す
る
も
の
で
䣍
隠
岐
の
島
町
で
は
３
つ

の
医
院
が
救
急
対
応
を
し
て
い
ま
す
䣎

休
日
の
救
急
受
診
が
必
要
な
と
き
は
䣍

当
番
医
院
を
受
診
し
ま
し
䣯
う
䣎 

※
受
付
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後

７
時
ま
で
で
す
䣎 

※
受
診
の
際
は
䣍
事
前
に
当
番
医
院
に

連
絡
し
て
か
ら
受
診
し
ま
し
䣯
う
䣎 

◆
問
合
わ
せ
先
 
  

隠
岐
広
域
連
合 

総
務
課 

電
話
６-

９
１
５
０ 

 

高
梨
医
院

宇
野
内
科
医
院

半
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク

高
梨
医
院

宇
野
内
科
医
院

半
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク

当
 
番
 
医
 
院

２
‐

０
０
４
９

２
‐

２
５
７
２

２
‐

６
２
８
０

２
‐

０
０
４
９

２
‐

２
５
７
２

２
‐

６
２
８
０

連
 
絡
 
先

当
 
番
 
日

8
日
（

日
）

2
９
日
（

日
）

2
２
日
（

日
）

１
５
日
（

日
）

9
日
（

月
）

1
日
（

日
）

 

﹁ 佐
々
⽊
家
住
宅
﹂
の
休
館

に
つ
い
て
 

⑨ 
平
成
４
年
に
重
要
文
化
財
に
指
定 

さ
れ
た
䣓
佐
々
木
家
住
宅
䣔
䥹
釜
地
区
䥺 

は
䣍
毎
年
３
月
か
ら
11
月
に
公
開
し 

て
い
ま
す
が
䣍
保
存
修
理
工
事
及
び 

耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す
る
た
め
䣍 

次
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
䣎 

 

今
回
の
工
事
は
䣍
平
成
13
年
度
か 

ら
16
年
度
に
行
わ
れ
た
解
体
修
理
以 

来
の
大
規
模
な
も
の
で
䣍
杉
皮
葺
屋 

根
の
全
面
葺
き
替
え
と
䣍
耐
震
診
断 

の
結
果
に
基
づ
く
構
造
補
強
材
の
設 

置
を
行
う
も
の
で
す
䣎 

 

工
事
期
間
中
に
は
䣍
町
の
貴
重
な 

文
化
財
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く 

た
め
に
䣍
現
地
説
明
会
を
開
催
す
る 

予
定
で
す
の
で
䣍
詳
細
が
決
ま
り
次 

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
䣎 

●
休
館
期
間 

 

令
和
３
年
９
月
１
日
か
ら 

令
和
４
年
９
月
30
日
ま
で 

◆
問
合
わ
せ
先 

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課
文
化
振
興
係 

 
 

 
 

 

電
話
２-

２
１
２
６ 



                                 

                                 

                                 

                                 

 

Ｆ
Ｒ
Ｐ
廃
船
処
理
支
援
事
業
 

に
つ
い
て
 

⑪ 

※
１
件
当
た
り
の
上
限
20
万
円 

●
交
付
の
流
れ 

①
町
内
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
漁
船
廃
船
処
理
業

者
の
見
積
を
添
付
し
交
付
申
請
書
を

町
に
提
出
し
ま
す
䣎 

②
町
内
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
漁
船
廃
船
処
理
業

者
で
漁
船
を
廃
船
し
ま
す
䣎 

③
支
出
が
わ
か
る
書
類
を
添
付
し
て

実
績
報
告
書
を
町
に
提
出
し
ま
す
䣎 

④
請
求
書
を
町
に
提
出
し
䣍
交
付
を
受

け
ま
す
䣎 

※
概
算
払
い
の
制
度
も
設
け
て
い
ま

す
䣎 

◆
問
合
わ
せ
先
 
  

 

役
場
農
林
水
産
課 

 

水
産
振
興
室 

水
産
振
興
係 

 
 

 
 

 
 

 

電
話
２-

８
５
６
３ 

隠
岐
保
健
所
で
は
䣍
酒
害
相
談
員
・

家
族
相
談
員
に
よ
る
䣓
お
酒
に
よ
る
困

り
ご
と
相
談
䣔
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
䣎

ご
本
人
や
ご
家
族
䣍
ど
な
た
で
も
相
談

に
応
じ
ま
す
䣎
相
談
は
無
料
で
䣍
相
談

内
容
の
秘
密
は
守
り
ま
す
䣎 

●
⽇
時 

令
和
３
年
８
月
19
日
䥹
木
䥺 

午
前
9
時
か
ら
12
時 

●
場
所 

隠
岐
保
健
所 

●
申
込
期
限 

令
和
３
年
８
月
16
日
䥹
月
䥺 

※
事
前
予
約
制
で
す
䣎 

●
相
談
内
容
事
例 

ご
本
人
や
ご
家
族
が
お
酒
を
飲
む
と

乱
暴
に
な
る
䣍
お
酒
を
や
め
ら
れ
な
い

な
ど
䣍
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
䣎 

◆
問
合
わ
せ
先 

 

隠
岐
保
健
所 

地
域
健
康
推
進
課 

 
 

 
 

 
 
 

電
話
２-

９
７
１
２ 

 

お
酒
に
よ
る
困
り
ご
と
相
談
 

⑩ 
町
で
は
不
要
と
な
䣬
た
Ｆ
Ｒ
Ｐ
漁

船
の
解
体
費
・
廃
棄
処
分
輸
送
費
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
䣎 

●
交
付
対
象
者 

漁
船
登
録
済
み
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
漁
船
を

所
有
す
る
漁
業
者
の
団
体
ま
た
は
個
人 

●
交
付
の
率
及
び
⾦
額 

 

解
体
お
よ
び
本
土
ま
で
の
運
搬
に

係
る
経
費
の
１
／
２
以
内
の
金
額 

 

⽵
島
土
産
品
の
開
発
を
募
集
 

し
ま
す
！
 

⑬ 隠
岐
の
島
町
総
務
課
竹
島
対
策
室

で
は
䣍
隠
岐
の
素
材
を
利
用
し
た
䣍䣓
竹

島
土
産
品
䣔
を
開
発
及
び
販
売
す
る
こ

と
に
よ
り
䣍
本
町
の
竹
島
問
題
に
対
す

る
意
識
啓
発
と
地
域
経
済
の
活
性
化

を
目
指
し
ま
す
䣎 
   

【参考】 
竹島海鮮カレー 

●
申
請
方
法 

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

載
の
う
え
䣍
関
係
書
類
を
添
え
て
隠
岐

の
島
町
役
場
総
務
課
窓
口
ま
で
郵
送

又
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
䣎 

●
補
助
要
綱
及
び
申
請
様
式 

 

事
業
の
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
䣎 

●
提
出
書
類 

①
交
付
申
請
書 

②
事
業
計
画
書 

③
収
支
書 

●
補
助
対
象
経
費 

謝
金
・
旅
費
・ 

材
料
費
及
び
消
耗
品
・
使
用
料
及
び

借
り
上
げ
料
・
通
信
運
搬
費
・
備
品

購
入
費
・
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ

る
経
費 

●
審
査 

 

役
場
内
に
て
審
査
会
を
開
催
し
䣍 

決
定
し
ま
す
䣎 

◆
問
合
わ
せ
先 

役
場
総
務
課
竹
島
対
策
室 

 
 

 
 

 

電

話
２‐

２
１
１
０ 

 
 

 
 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
２‐

６
０
０
５ 

 

令
和
３
年
度
の
夏
の
花
⽕
 

祭
り
の
開
催
中
⽌
に
つ
い
て
 

 
⑫ 

毎
年
夏
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
䣓
夏

の
花
火
祭
り
䣔
に
つ
き
ま
し
て
䣍
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

の
影
響
を
踏
ま
え
䣍
令
和
３
年
度
の
開

催
を
中
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
䣎 

令
和
４
年
度
以
降
に
䣍
ま
た
夏
の
花

火
大
会
を
実
施
予
定
で
す
䣎 

詳
し
く
は
䣍
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
䣎 

 

◆
問
合
わ
せ
先 

 

Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ 

Ｕ
Ｐ 

Ｏ
Ｋ
Ｉ
実
行

委
員
会 

䥹
代
表
・
古
川
䥺 

電
話
０
９
０-

６
８
３
２-

６
４
３
８ 

●
補
助
内
容 

商
品
開
発
等
に
対
す
る
補
助 

 

20
万
円
䥹
経
費
の
１
／
２
補
助
䥺 

※
予
算
の
範
囲
内
で
支
給 

●
募
集
期
間 

 

令
和
3
年
7
月
26
日
䥹
月
䥺
䦅 

 

令
和
3
年
9
月
21
日
䥹
火
䥺 

●
申
請
資
格 

隠
岐
の
島
町
内
の
企
業
䣍
団
体
䣍
個
人 

●
申
請
要
件 

・
商
品
に
独
創
性
が
あ
る
こ
と 

・
竹
島
の
特
色
を
活
か
し
て
差
別
化
が

図
ら
れ
て
い
る
こ
と 

・
複
数
年
に
わ
た
り
継
続
的
に
製
造
及

び
販
売
す
る
計
画
が
あ
る
こ
と 

ＱＲコード  



                                 

                                 

                                 

                                

 

や
め
よ
う
！
 

ワ
ク
チ
ン
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
 

⑭ ●
ワ
ク
チ
ン
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
？ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ

い
て
䣍䣓
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
に
不
安
が

あ
る
䣔
䣍
䣓
持
病
に
よ
り
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
で
き
な
い
䣔
な
ど
䣍
な
ん
ら
か
の
理

由
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
望
ま
な
い
ケ
䤀

ス
が
あ
り
ま
す
䣎 

こ
う
し
た
人
に
対
し
䣍
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
強
要
し
た
り
䣍
不
利
益
を
与
え
た

り
す
る
こ
と
は
䣍
ワ
ク
チ
ン
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
な
り
ま
す
䣎 

例
え
ば
企
業
で
は
䣍
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
断
䣬
た
た
め
に
䣍
職
場
の
移
動
や
退

職
を
迫
ら
れ
る
ケ
䤀
ス
な
ど
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
䣎 

厚
生
労
働
省
は
ホ
䤀
ム
ペ
䤀
ジ

で
も
䣓
職
場
や
周
り
の
方
な
ど
に

接
種
を
強
制
し
た
り
䣍
接
種
を
受

け
て
い
な
い
人
に
差
別
的
な
扱
い

を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
䣔
と
お
願

い
し
て
い
ま
す
䣎 

䣗
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
雇
用
や
労
働
の

問
題
な
ど
の
ご
相
談
は
こ
ち
ら
䣘 

相
談
窓
口
䥽
島
根
労
働
局 

労
働
相
談
コ
䤀
ナ
䤀 

連
絡
先
䥽
０
８
５
２‐

２
０‐

７
０
０
９ 

時
間
䥽
午
前
８
時
30
分
䦅 

午
後
５
時
15
分(

月)

䦅(

金)
 

◆
問
合
わ
せ
先 

 

役
場
地
域
振
興
課
政
策
企
画
係 

電
話
２‐

８
７
５
０ 

 

⽴
体
駐
⾞
場
の
無
料
開
放
に
 

つ
い
て
 

⑮ 
お
盆
期
間
中
䣍
西
郷
港
周
辺
道
路
の

混
雑
解
消
の
た
め
䣍
次
の
と
お
り
立
体

駐
車
場
を
無
料
開
放
し
ま
す
の
で
䣍
帰

省
客
の
送
迎
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
䣎 

●
⽴
体
駐
⾞
場
無
料
開
放
期
間 

令
和
３
年
８
月
12
日
䥹
木
䥺
か
ら 

令
和
３
年
８
月
16
日
䥹
月
䥺
ま
で 

※
期
間
中
は
帰
省
客
の
送
迎
を
優
先
し

ま
す
の
で
䣍
長
時
間
の
駐
車
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
䣎 

※
隠
岐
ジ
オ
ゲ
䤀
ト
ウ
䣷
イ
横
の
西
郷

港
埠
頭
第
一
駐
車
場
並
び
に
フ
䣷
リ
䤀

タ
䤀
ミ
ナ
ル
横
の
第
二
駐
車
場
は
平
常

営
業
と
し
ま
す
䣎 

１
時
間
以
内
の
駐
車
は
無
料
で
す
䣎 

◆
問
合
わ
せ
先
  

役
場
施
設
管
理
係 電

話
２-

８
５
７
３ 

 

役
場
本
庁
の
当
直
員
の
募
集

に
つ
い
て
 

⑯ 
町
で
は
䣍
役
場
本
庁
の
休
日
の
当
直

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
䣎 

●
募
集
⼈
員 

 

夜
間
当
直
員
䥹
宿
直
員
䥺 

 

休
日
当
直
員
䥹
日
直
員
䥺 

●
年
齢
条
件 

70
歳
未
満 

䥹
令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
䥺 

●
主
な
業
務
内
容 

・
来
庁
者
や
電
話
へ
の
対
応 

・
文
書
等
の
受
取
と
保
管 

・
町
内
放
送
の
実
施 

・
庁
舎
内
の
点
検 

な
ど 

●
勤
務
時
間 

䣚
夜
間
当
直
員
䣛 

 

毎
日 

午
後
５
時
15
分
䦅
午
前
８
時
30
分 

䥹
概
ね
月
に
15
日
程
度
䥺 

䣚
休
日
当
直
員
䣛 

 

閉
庁
日
䥹
土･

日･

祝
日･

年
末
年
始
䥺

の
午
前
８
時

30
分
䦅
午
後
５
時

15
分

䥹
概
ね
月
に
５
日
程
度
䥺 

●
雇
用
形
態 

委
託
契
約 

●
委
託
料
䥹
業
務
１
回
当
り
䥺 

䣚
夜
間
当
直
員
䣛
８
䥻
７
９
５
円 

䣚
休
日
当
直
員
䣛
７
䥻
２
７
１
円 

●
申
込
方
法 

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
䣍
上

部
余
白
に
䣓
宿
直
希
望
䣔
又
は
䣓
日
直

希
望
䣔
と
ご
記
入
の
う
え
䣍
持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
䣎 

●
申
込
締
切 

定
員
に
達
し
た
段
階
で
締
め
切
り
ま

す
䣎 

●
⼈
物
試
験 

面
接
を
申
込
受
付
後
に
随
時
行
い
ま

す
䣎
日
時
及
び
場
所
は
䣍
後
日
ご
連
絡

し
ま
す
䣎 

◆
申
込
み
先
︵
問
合
わ
せ
先
︶ 

 

役
場
総
務
課
職
員
係 

 
 

 
 

 
 

 

電
話
２-

２
１
１
１ 

 

お
盆
期
間
中
の
⽔
道
業
者
 

当
番
に
つ
い
て
 

⑰ 
お

盆

期

間

中

の

水

道

業

者

当

番

は
䣍
左
表
の
と
お
り
で
す
䣎 

 

町

水

道

本

管

及

び

家

庭

内

で

の

漏
水
䣍
破
裂
な
ど
が
起
こ
䣬
た
場
合

は
䣍
そ
の
日
の
当
番
業
者
ま
で
ご
連

絡

い

た

だ

き

ま

す

よ

う

お

願

い

し

ま
す
䣎 

          

◆
問
合
わ
せ
先 

 

役
場
上
下
水
道
課 

 
 

 
 

 

電
話
２‐

０
１
９
２ 

8 8
月 月
14 13
日 日

(土) (金)

河
城
水
道

野
村
水
道
工
業
所

当
番
業
者
名

5 2

‐‐

2
3
6
6

1
5
2
3

‐

0
2
2
1

2

‐

4
5
0
7

日
(月)

横
地
建
設

森
確
設
備

4

電
話
番
号

当
番
日

8
月
15
日

(日)

8
月
16

隠岐の島町 
お知らせ便 
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